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あるという結論に至った. 一方で, 複数の制約も確認することができた. 一つは推定
精度の観点で適用領域に制約があるという点であり, 高精度の認知・運動特性の計測
値が求められる領域においては適用が困難であると考えられる. もう一つは, 本論文
で実装した手法においては共通的な計測情報と特異的な計測情報が存在しているた
め, 本研究の方法論では推定対象となる特性ごとに計測情報と解析方法の選定が必要
であるという点である. 各特性推定技術の評価実験より, 生理的・物理的情報と認知・
運動特性の関係性を明確にできた点と利用障壁が低い計測情報や計測方法を提案で
きた点も踏まえて, 本研究の目的である移動に伴う動作モニタリングに基づいて移動
時の認知・運動特性を推定する方法論の実現を達成した． 
